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今週・来週の予定

３月２４日～４月６日

２４（日） 復活前主日
 城南教会グループ協議会（三光）
 外濠教会グループ協議会（聖テモテ）
 環状教会グループ協議会（聖ペテロ）
 山手教会グループ協議会（聖三一）
２７（水） 教役者レクイエム（主教座）
２８（木） 聖木曜日
２９（金） 聖金曜日・受苦日
３０（土） 聖土曜日
３１（日） 復活日
４月
　６（土） 財政委員会（Web）

◇３月の代祷・信施奉献先

▽聖公会生野センターのため（3 日）▽エルサレ

ム教区のため（29 日）▽いのちの電話の働きの

ため▽タイチェンマイの HIV/AIDS の方 ・々難民・

移民の自立支援のため▽聖公会東京 311 ボラン

ティアチームの働きのため▽ぶどうのいえのため 

◇第１４４（定期）教区会報告

　３月 20 日（水・休）聖アンデレ主教座聖堂及

び聖アンデレホールにて、第 144（定期）教区会

が 12 時から 17 時 45 分まで開催された。

　第１号議案：東京教区成立 100 周年記念誌制

作特別委員会設置の件、第２号議案：教区審判廷

審判員の承認を求める件、第３号議案：東京教区

施行規則一部改正の件、第４号議案：2023 年度

教区会計報告（一般会計、特別会計）決算承認の

件、第５号議案：監事指名承認の件は賛成多数

で可決された。第６号議案：「教区費分担金制度」

の名称変更について承認を求める件は否決。会議

中に常置委員選挙が行われ、聖職常置委員に、中

川 英樹司祭、上田 亜樹子司祭、卓 志雄司祭（補欠：

下条 裕章司祭）。信徒常置委員に、植松 功氏、黒

澤 圭子氏、後藤 務氏（補欠：土屋 寛子氏）が選

出された。教区会後、第１回常置委員会が開かれ、

常置委員長に中川 英樹司祭を互選。

◇北関東教区東京教区宣教協働特別委員会

宣教協働小委員会「巡礼」企画のご案内

日時：4 月 13 日（土） 11 時～ 15 時頃

　東京教区聖マルコ教会並びに滝乃川学園を訪問

します。

　聖マルコ教会と滝乃川学園の繋がり、日本にお

ける福祉の源流と聖公会の関係について、発見と

学びの時間を持ちたいと思います。

　参加希望の方は、４月７日までに junreiteam@

googlegroups.com　までご連絡ください。

　応募の状況によって、参加をお断りする場合が

あります。ご了承のほどお願いいたします。

▽ Under35 聖書会（ZOOM）

日時：3 月 27 日（水）19 時～ 20 時半（予定）

テーマ : 「主の祈り」（マタイ 6:9-13）

ZOOM： https://us02web.zoom.us/j/8728

6699025?pwd=eGRuUURoY29Zb0ZMZ1

ZIclkzMFkyZz09

ここからまた歩きはじめよう

～いのちに仕え、となりびととなるために～

　 　１．神の み声に耳を傾けよう

　 　２．人々 の声に耳を傾けよう

　 　３．世界 の声に耳を傾けよう

2023 年日本聖公会宣教協議会からの呼びかけ
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ミーティング ID: 872 8669 9025

パスコード : 657125

・案内人も含め、35 歳以下限定の聖書の会です。

・基礎知識は一切不要！じっくり、ゆっくり、語り合

いましょう。希望・不安・モヤモヤ・疑問…どんな

ことでも OK です。「今日、聖書を読んで感じたこと」

を分かち合いませんか？

・次回以降のテーマは参加メンバーの持ち寄りで決定

します。具体的な聖書の箇所や「こんなことを分か

ち合いたい！」というアイディアなどなど、大募集

中です。

連絡先 : tsukishimaseikokai@gmail.com

◆教役者レクイエム

＊聖アンデレ教会 HP よりライブ配信します。

http://www.st-andrew-tokyo.com/web/

日時：3 月 27 日（水）10 時半

場所：聖アンデレ主教座聖堂

説教者：主教 髙橋宏幸

▽伝道師 遠藤 英子▽司祭 松坂 勝雄▽司祭 内田 

茂二▽伝道師 多川 肇▽主教 後藤 眞▽主教 八代 

崇▽司祭 長沢 義正▽伝道師 岡本 房子▽司祭 林 

五郎▽司祭 米村 路三▽司祭 安倍 騰▽伝道師 林 

歌子▽伝道師 長谷川 喜多子▽司祭 岸本 隆一▽司

祭 伊藤 堅逸▽司祭 宿谷 栄▽主教 斎藤 茂樹▽司

祭 洪恒 太郎

【教区事務所休業】

　3 月２９日（金）受苦日の為、教区事務所は休

業いたします。

東京教区 第 144（定期）教区会 開会演説
２０２４年３月２０日（水・休）

主教 フランシスコ・ザビエル 髙橋 宏幸

― はじめに ―

本日「東京教区第１４４（定期）教区会」に、休日

の中ご参集いただきました議員の皆さま、書記局、

事務所、会場準備をしてくださった方がたにこの場

を借りて深く感謝を申し上げます。また、キリスト

の弟子としてキリストに倣い、従い、福音を宣べ伝

える使命を委ねられている者として私たちは集めら

れています。

― 大切にしていくこと ―　　

私たち東京教区は、教区成立１０１年目の時を歩み

出しました。「私に従いなさい」というイエス様の言

葉の背景には、「あなたがたは、もちろん従ってくれ

るはずだ」というイエス様からの信頼が感じられま

す。私たちは洗礼を授かりクリスチャン、キリスト

者とされましたが、それ以上に、イエス様からの信

頼の上に弟子とされていることを心に深く刻み、感

謝し、大切にしていきたいと思います。弟子は決し

て一人きりでは成り立ち得ません。私たちが生かさ

れている時代、場所の中で、イエス様がなさること

に弟子として仕えることこそが、キリストを頭にい

ただく私たち、即ちキリストの教会が大切にし続け

ていかねばならない使命です。

その使命に基づく働きとして、教区内教会、礼拝堂、

施設での礼拝、宣教、奉仕の営み、殊に貧困に向き

合う働きである「こども食堂」「フードパントリー」

「給食活動」「野宿者支援」、子どもの安全な居場所を

提供する働きである「学童保育」「放課後等デイサー

ビス」（２０２４年４月開設）「幼稚園」「保育園」「学

校」の営み、またいのちの尊厳を傷つけられている

「移民・難民の方がたへの支援」等が行われています。

これらの働き一つ一つは、いのちに仕え、隣人とな
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るべくイエス様が命じられた「行って、あなたも同

じようにしなさい」というみ言葉に応えようとする

実践であり、その働きに祝福を祈ります。他にも、様々

な形でイエス様のみ言葉に応えようと努めておられ

る働きは少なくはありません。

先週３月１６日（土）、地域の方がた、ライト学童保

育の支えをいただいた協働事業でもある聖救主福祉

会「深川えんみち」竣工式が行われました。教会の

周辺、地域の方がたと力を合わせて地域に仕える働

きを覚えて祈ります。また、社会福祉施設の働きに

関わっておられる方がたへの感謝を表しますと共に、

法人格の相違を超えてその理念にみられる共通理解、

繋がりを今後も大切にしてまいります。いのちに関

わり、仕える働きはイエス様の意に沿うものです。

更に祝福を祈り続けます。

― 「宣教協議会」からの呼びかけ ―

昨年１１月に開催されました「２０２３年日本聖公

会宣教協議会」からの呼びかけが出されました。そ

の中には「神のみ声に耳を傾けよう」「人びとの声に

耳を傾けよう」「世界の声に耳を傾けよう」とあり、

その目的は「いのちに仕え、となりびととなるために」

とあります。これは、決して一方通行の呼びかけで

はなく、如何にしたら私たちキリストの教会がより

良く、より正しく耳を傾けられるか、それぞれの教会・

礼拝堂、施設、委員会、団体、種々の集会、一人一

人の日々の信仰生活の中で具現化していくことがで

きるかが期待されてもいます。決議や提言ではなく

呼びかけである以上、「自分（たち）はどう聴くか？」

「自分（たち）に与えられている賜物を、誰のために、

どう用い、献げることができるか？」を熟考、黙想

し、更に具体的に応えていくことが求められていま

す。それはイエス様からの信頼への応答へ繋がるは

ずです。

また、２０２２年開催のランベス会議（全聖公会主

教会議）より発表されました「ランベスコール」の

日本語版も出されました。ここでも「コール」、即ち「呼

びかけ」という言葉が使われています。全部で１０

の呼びかけがありますが、既に教会、礼拝堂、施設

等に送付されていますので、ぜひ目を通し、学んで

いただきたいと思います。

既にご存知のように、先に出されました全聖公会の

「宣教の５指標」の中、取り分け世界レベルで課題

とされています「被造物の本来の姿を守り、地球の

生命を維持・再生するために努力すること」「地球

規模で起こる気候危機、環境破壊、急速に失われつ

つある生物多様性を見過ごすことによって、特に弱

い立場にある人々の生活を奪い、私たちの子どもや

孫の未来を脅かしている。いのちを守る教会として

の成長すること」を引き続き、キリストの教会に託

されている大切な使命、課題として受け止めてまい

ります。

また、前教区会にて配布いたしました、殊に子ども、

青年、弱い立場のおとなの安全を高めるための「セー

フチャーチ・ガイドライン」（日本聖公会版）が発行

され、管区主導で様々な教会活動に関わる方がたを

対象に「ハラスメント研修」がなされていますが、

管区、教区での継続的な学びは必須です。更に、こ

の２月には主教会教書「あらゆるセクシュアリティ

の方々の尊厳、いのちが守られるために」が、日本

聖公会主教会より出されました。

東京教区内には様々な国籍（民族）の方がたがおら

れること、多様なジェンダーで構成されていること、

多様な文化的背景を持つ方がたと共に生活している

ことを深く心に留め、また、ハンディをもつ方がた、

日本語以外の言語を話す方がた等、多様な人々によっ

て構成されるべき、私たちキリストの教会の環境設

定を考える必要性が増していることも心に留め、そ

れに即した動きへと繋げてまいります。

― 平和と和解に向けて ―

未だ地球上で不要な争いにより、流されてはならな

い血が流されています。世界各地の戦争、紛争で奪

われ、傷付けられている多数のいのち（２月末時点

でガザでは犠牲者３万人、５７万人以上が餓死寸前

との国連報告）を耳目にします時、耳目を逸らすの

ではなく、イエス様の言われた「平和を作り出す」

ことへの応答を真摯に祈り、殊に呼びかけに応える

べくエルサレム教区を覚えての祈りを続けてまいり

ます。武力や抑圧によっていのちが否定され傷つけ

られている地域や国々の人々が速やかに解放され、

癒され、回復されますように、自らのあり方も省み

つつ日々深く祈り続けます。キリストの教会はいの

ちを傷つけ、尊厳を踏み躙ることに対して反対の立

場を取ります。

― 「変革」に向かって ―　　

新教区設立に向けての宣教協働が進む一方で、東京区

の中では「教区費分担金制度等検討特別委員会」発

足等、積まれた課題への取り組みが始動しています。

「共育プロジェクト」も立ち上げられました。「教育」

ではなく「共育」としましたのは、神様によって共

に育まれ、育み合うことを基にするためです。宣教

協議会からの呼びかけにも「聴くこと」とあります
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が、先ずは神様の声を聴くことに始まり、他者に、

出来事に、自らの心に聴き、その中で神様の声をよ

り良く聴き分けるための識別、霊的同伴を目指した

プログラムを始めます。キリスト教の霊性とは、祈

りや黙想という静的なものと、それに基づいた動的

（Movement）なものとを個々別々のものとはしません。

長らくこの霊的共育が中々実践へ結び付かずに来ま

したが、遂にその動きを始めてまいります。私たち

一人一人聴き、受け止め、学び、行動してまいります。

また、各委員会の識別、見直しに繋げるものとして

委員長懇談会を継続します。常設委員会の目的であ

る「教区の宣教奉仕活動の継続的な前進をはかるた

め」（東京教区規則第 23 条）、委員会同士の横の繋が

り、よい取り組みや課題の共有は今後の変革へ意義

あるものとなるはずです。広報委員会や礼拝音楽委

員会では新しい委員長のもと、今年度の活動が進め

られており、他にもその役割の識別と見直しの検討

が必要なものがあると思われますので、今後教区会

に於いて検討をお願いすることになります。

更に、教会グループ協議会の役割、宣教、牧会に関す

る共通の課題や働きの検討）、或いは見直しも外せま

せん。現在、各教会グループから信仰と生活委員を選

出していただいています。各教会、教会グループ、教

区を繋げる大切な役割を引き続きお願いいたします。

― 子どもや青少年に関して ―　　

昨年は S S ネットワークの「春まつり」と「秋まつり」

「中高生世代キャンプ」「青年たちによる小笠原訪問」

「全国青年大会」への参加が実施され、子どもや青少

年のつながりの場が戻ってきました。今年度 SS ネッ

トワークでは、新型コロナの影響で休止していた夏

のキャンプ再開が予定され、中高生世代の夏のキャ

ンプは既に準備が始まっています。

青少年が主体となって行う働きと、それを支える青

少年支援の活動について、この世界の中で協働性を

学びつつ、育まれていくことを通して幼い子どもか

ら青年まで、世代間の連携による一貫した宣教体制

を、共育の視点を大切にしながら目指して参ります。

そのための青少年活動支援プロジェクトの働きとし

て、世代を超え、お互いの顔が見える関係づくりや

研修の計画、青少年の主体的な働きを支えるために

安心して活動できる場所の確保と見守り同伴する大

人の存在が重要となります。

― 北関東教区との宣教協働・新教区設立 ―　　

今教区会にも「北関東教区・東京教区宣教協働特別

委員会」委員長の鈴木伸明司祭様にお運びいただき、

後程話をしていただきますので、よろしくお願いい

たします。

宣教協働に於いて「出会うこと 知り合うこと 祈り

合うこと ともに働くこと」を柱に降臨節・大斎節の

み言葉と歩む黙想集作成、両教区の教会を交互に訪

問し、教会の建つ地域や成り立ちを学び、知り合う

巡礼企画、青少年に係わる協働や、礼拝音楽委員会

の協働等、様々な活動が実施されています。キリス

トの教会としての成長を、教会・礼拝堂、教会グルー

プやその他の場所で聴き、学ぶことを心に刻み、取

り組んでいかれるよう祈ります。

　また、予定では２０２５年秋の教区会にて「新教

区設立について」の議案が出されます。これからの

期間、解決すべき実際的課題の整理をしつつ、信仰

的交わりが深まることを祈り、継続して種々の取組

をしてまいります。

― コロナ後の教会 ―　

新型コロナウイルスの影響により、多くの教会で一

種陪餐、愛餐会休止、信徒数の減少、Zoom 礼拝、行

事の変化等、以前とは異なる状況が続いていますが、

これからの教会の姿を考える機会として変化を恐れ

ず、教会の本質を見つめる、或いは見直す機会にし

たいと願います。

また、先にも申し上げましたが、今この時、各々そ

の場所にある教会としての使命を考えるきっかけと

して「宣教協議会からの呼びかけ」を各教会、教会

グループの中で共有し、それぞれの教会の賜物（目玉、

強み、誇り）を検証し、見出すことへの機会を持っ

ていただきたいと思います。これまでもお願いして

きましたが、引き続きお願いいたします。

― 最後に ―

この 1 月 1 日に長きに亘り東京教区、管区、エキュ

メニカルな分野でも献身された山野繁子司祭様が逝

去されました。尊い働きへの感謝とともに、魂の安

息をお祈りいたします。また、1月 6日には荻原充新

司祭が誕生しました。公会の司祭としての更なる働

きを祈ります。先週には福永澄聖職候補生が教区の

執事試験に合格され、今後執事按手に向けての準備

に入りますので、お祈りの内にお覚えいただきたい

と願います。

教区の教会・礼拝堂、関連諸施設の上に更なる神様

の祝福を祈りますとともに、人事異動により新任地

に赴かれる教役者と迎え入れる教会・礼拝堂、諸施

設の上に聖霊の導きをお祈り申し上げます。ご清聴

ありがとうございました。


